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2023年度 昭和大学 Ⅰ期 
【 講 評 】 

大問 3問だった昨年度に対し、今年度は大問 2問の構成。問題数は減ったものの、大問 1の文章は、抽象

度が高く、選択肢、記述問題とも難解といえる。また、大問 2 も、抽象度の高い翻訳文であることに加え、

前後の内容から文章を推察して記述する問題もあるため、選択肢、記述問題ともに難易度が高い。 

したがって、普段から抽象度の高い文章を読解し、内容を正確に把握する練習をしておくだけでなく、旧

帝大など国公立 2次で出題される記述問題を解く経験を積み重ねておく必要がある。 

 

【 解 答 】 

 

 一 

 

 設問 1 ウ 

 設問 2 ウ 

 設問 3 自室にこもる上の二人の娘は、母と触れあったり対話したりする関係性を持たないため、母の死期が

近いにも関わらず、母の死を自分達とは無関係な出来事と見なしていること。(80字) 

 設問 4 たとえば、死期が近い母の傍にいるという状況において三女が悲しくて泣きたいから泣いていたよう

に、人が他者との関係性において生じるその時々の感情をそのまま表すこと。(80字) 

 設問 5 関係とリズムが変化している(13字) 

 設問 6 イ 

 設問 7 エ 

 設問 8 ア 

 設問 9 ア 

 設問 10 オ 

 設問 11 エ 

 設問 12 看護の現場における支援者は、患者と相互に反応しつつ自分自身も変化し、関係を組み替えていく存

在だから。(50字) 

 設問 13 エ 

 設問 14 エ 

 設問 15 2 

 設問 16 a＝容態 b＝コウチャク c＝裂開 d＝チョウツガイ e＝内省 

 

 

 

 

解答速報 国語 



 

 

 二 

 

 設問 1 近代科学が、魔術的なものを幻想として拒否し、自然的なものを客観的に分析するように、歴史も啓

示された真理や思弁、フィクションを魔術として拒否し、歴史を客観的に分析しようとし続けてきた

ということ。(3行) 

 設問 2 その事件に直接関係していない人間が記述しているため、記述する人間の主観が入り込んだり、意図

的に史実が歪められたりする可能性がある(2行) 

 設問 3 史料批判によって聖書の信頼性が揺らいだ場合、聖書に書かれていたことを無批判に真理としてきた

教会の権威が失墜する可能性があるから。(2行) 

 設問 4 ア 

 設問 5 イ 

 設問 6 コ 

 設問 7 ア 

 設問 8 エ 

 設問 9 オ 

 設問 10 経験主義的/実証主義的/個性記述的な歴史家も分析的/社会科学的歴史家も、実証主義と呼ばれる以

上、科学を追求していたことは自明だから。(2行) 

 設問 11 歴史における隠された意図を、近代歴史学が、個人的な動機に求めるのに対して、分析的歴史家は、

集合的、客観的な諸力に求めるという差異。(2行) 

 設問 12 ア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせは ☎0120-302-872 

https://keishu-kai.jp/ 
 


